
 
 

 

2019 年度 愛知学泉大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

2101251 
コミュニケーション論 

On Communication 
重原 厚子 基礎 2 選択 ２年 前期

科目の概要 

「コミュニケーション」は、わたしたちの日常のあらゆる場面に存在し、人間社会を成り立たせている。また「コミュニケーション

力」の必要性もさまざまな場面で耳にする。この科目では、多様なコミュニケーションにおいてやり取りされる情報を正しく読

み取り、適切に伝え、より良いコミュニケーションをはかる手立てを探る力をつけることを目的に、多様なコミュニケーションの

あり方について社会学的視座から概説する。合わせて、身近な事例をもとにした実践的な考察を行う。 

学修内容 到達目標 

① コミュニケーションの基礎的な仕組みと簡単な理論を理

解する。 

② コミュニケーションの伝達様相の変化や特徴を理解する。

③ コミュニケーションによって作られる関係性について理解

し、身近な事例について考察する。 

 

④ コミュニケーションの持つ影響力について理解する。 

⑤ 具体的な事例をもとに、マクロな社会レベルでのコミュニ

ケーションの役割について理解する。 

① コミュニケーションの仕組みと理論をもとに、日常的に行

われているコミュニケーションを分析できる。 

② コミュニケーションの様相の変化と特徴を理解し、情報を

正しく受け取ることができる。 

③ 自己と他者、集団や組織において生じる関係性におい

て、より良いコミュニケーションをはかる工夫と実践ができ

る。 

④ コミュニケーションの持つ影響力を自覚できる。 

⑤ 社会現象に見られるコミュニケーションを考察できる。 

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 授業の中で紹介する参考文献や資料、関連する書籍にも目をとおして学修する。 

働きかけ力  

実行力 学んだことをふまえ、日常生活で自覚的にコミュニケーションをとろうとする。 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 自身や身の回りのコミュニケーションを振り返り、自己点検する。 

計画力  

創造力 従来の考え方や固定観念に気づき、不要なものは手放すことができる。 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 自他ともに尊重したうえで、積極的に自分の考えを相手に伝えようとする。 

傾聴力 対立する意見や考え、他者の価値観を否定しない。 

柔軟性  

情況把握力  

規律性 受講のルールを守る。 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力  

テキスト及び参考文献 

テキストとして、辻大介・是永論・関谷直也 『コミュニケーション論をつかむ』有斐閣 2014 を使います。  

他科目との関連、資格との関連 

特になし 

学修上の助言 受講生とのルール 

実践との接点を意識することで学びが深まります。講義を

身近な事例に引き寄せて考え、表現し、他者と共有するこ

とを重視します。 

授業も大切なコミュニケーションの場です。自他の意見を

尊重すること、共に学ぶ意義を理解して授業に臨んでくだ

さい。授業中の携帯電話の使用、私語は原則として認めま

せん。遅刻はしないこと。 



 
 

 
【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

筆記試験  

   

  

  

小テスト 15 

① ✓ ・ほぼ毎週（テキストに沿った講義のある 13 週）の小テストの点数を合計して判

定する。テストでは、授業の内容を理解できているかを確認する。 ② ✓ 
③ ✓ 
④ ✓ 
⑤ ✓ 

レポート 60 

① ✓ ・授業の中で提示するテーマについて一つ選び、800 字から 1000 字でまとめ

る（最低 800 字は書かれていること）。 

・評価基準は次のとおり。 

＊問いの内容を理解し自分の主張や意見を述べている。・・・C 

＊問いに対して講義で学んだ内容をふまえて説明し、かつ自分の主張や

意見を理論立てて述べている。・・・B 

＊問いに対して講義で学んだ内容をふまえて説明し、かつ他の文献・資料

も参照しつつ自分の主張や意見を理論立てて述べている・・・A 

② ✓ 
③ ✓ 
④ ✓ 
⑤ ✓ 

成果発表 

（口頭・実技） 
 

   

  

  

作品  

   

   

  

社会人基礎力

（学修態度） 
  25 

①  ・「学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例」に示した行動

が見られた場合（授業、振り返りシート、レポート等において）は評価する。た

だし、次の場合は減点する。 

＊授業への参加意欲が見られない場合（繰り返される遅刻、居眠り、授業と

は関わりのない行為など）(主体性、実行力、課題発見力) 

＊他者を尊重しない言動が見られた場合(創造力、発信力) 

＊授業の妨げとなる行為が見られた場合（繰り返される私語、無許可の携

帯の使用など）(傾聴力、規律性) 

 

・6 回以上の欠席は O（放棄）判定となる。 

②  

③ ✓ 

④  

⑤  

総合評価 

割合 
100 

   

 

【到達目標の基準】 

到達レベル S(秀)及び A（優）の基準 到達レベル B（良）の基準 

A:授業に 10 回以上出席し、能動的に受講できている。ま

た、レポートで A 以上の評価を取得する。 

S:A の基準に加え、自身の課題を発見し、解決に向けての

行動が見られた場合 

 

 

授業に 10 回以上出席し、能動的に受講できてい

る。また、レポートで B 以上の評価を取得する。 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力名

１週 

/ 

【オリエンテーション】 

（授業の内容と進め方、出

席、課題、評価などについ

て説明） 

講義 

振り返りシート 

授業の概要と受講上のル

ールを了解している。 

（予習）テキスト P20 まで

を読み、ポイントを理解

する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180

主体性

規律性

課題発

見力

２週 

/ 

1．コミュニケーションとは何

か 

2．ことばとコミュニケーショ

ン 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

コミュニケーションの基礎

的な仕組みを知る。 

（予習）テキスト P21～38

を読み、ポイントを理解

する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180
主体性

規律性

発信力

３週 

/ 

3．ことば以前のコミュニケ

ーション 

4．身体とコミュニケーション 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

ことばを使わないコミュニ

ケーションの基礎的な仕

組みを知る。 

（予習）テキスト P39～56

を読み、ポイントを理解

する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180
主体性

規律性

発信力

４週 

/ 

5．談話・文章を理解するメ

カニズム 

6．会話のダイナミクス 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート、 

談話・文章や会話に見ら

れるコミュニケーションの

簡単な理論を知る。 

（予習）テキスト P57～76

を読み、ポイントを理解

する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180
主体性

規律性

発信力

５週 

/ 

7．文字のコミュニケーション 

8．映像のコミュニケーション 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

コミュニケーションの伝達

様相の変化や特徴を知

る。 

（予習）テキスト P77～94

を読み、ポイントを理解

する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180
主体性

規律性

発信力

６週 

/ 

9．自己のコミュニケーション 

10．社会関係とコミュニケー

ション 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート、 

自己と他者とのコミュニケ

ーション・関係性に見られ

るいくつかの特徴を知る。

（予習）テキスト P95～

112 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180
主体性

規律性

発信力

７週 

/ 

11．親密性とコミュニケーシ

ョン 

12．都市空間とコミュニケー

ション 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

関係性の作られ方に見ら

れる特徴を知る。 

（復習）前半の授業の内

容を振り返る。 
180

主体性

規律性

発信力

８週 

/ 

【ワークショップ】チームにお

けるコミュニケーション 

グループワーク 

振り返りシート 

小集団コミュニケーション

を体験し、その特徴を知

るとともに自分と仲間のコ

ミュニケーションの取り方

を振り返る。 

（予習）テキスト P113～

132 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振

り返る。 

180

主体性

実行力

創造力

発信力

傾聴力

規律性

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

13．説得 

14．うわさ 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

コミュニケーションによっ

て人がどのように影響を

受けるのかを知る。 

（予習）テキスト P133～

150 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振り

返る。 

180
主体性

規律性

発信力

10 週 

/ 

15．流行と普及 

16．世論 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

コミュニケーションが社会

に与える影響力について

知る。 

（予習）テキスト P151～

170 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振り

返る。 

180
主体性

規律性

発信力

１１週 

/ 

17．メディアの影響力 

18．メディアの悪影響 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

メディアとは何か、どのよ

うな影響力を持つものな

のかを知る。 

（予習）テキスト P171～

190 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振り

返る。 

180
主体性

規律性

発信力

１2 週 

/ 

19．マーケティング・コミュニ

ケーション 

20．コーポレート・コミュニケ

ーション 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

ビジネスにおける組織を

主体とするコミュニケーシ

ョンの考え方を知る。 

（予習）テキスト P191～

208 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振り

返る。 

180
主体性

規律性

発信力

１3 週 

/ 

21．スポーツ文化とコミュニ

ケーション 

22．バーチャル空間のコミュ

ニケーション 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

現代社会に特徴的なコミ

ュニケーションにはどのよ

うなものがあるのかを知

る。 

（予習）テキスト P209～

227 を読み、ポイントを理

解する。 

（復習）授業の内容を振り

返る。 

180
主体性

規律性

発信力

１4 週 

/ 

23．情報社会とコミュニケー

ション・ネットワーク 

24．災害とコミュニケーショ

ン 

講義、ミニワーク、

小テスト・振り返り

シート 

コミュニケーションによっ

て作られる社会現象や、

そこで生じる課題を知る。

（復習）テキストの内容を

振り返る。 

レポート提出に向けて文

献や資料を探す。 

180
主体性

規律性

発信力

１5 週 

/ 

【まとめ】 

（これまでの授業における

到達度の確認を行う） 

講義、ミニワーク、

振り返りシート 

これまでに獲得した知識

をもとに、コミュニケーショ

ンを広く捉え、自覚的に

コミュニケーションを取ろ

うとする。 

（復習）授業全体の内容

を振り返る。 

レポート提出に向けて文

献や資料を読み込む。 

180

主体性

課題発

見力

規律性

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 


